








要約 

1982 年 1 月 1 日から 1984 年 12 月 31 日までの 3 年間に出生し,名市大 NICU で管理された

出生体重 1,500g 以下の極小未熟児 46例を対象として,未熟児網膜症(ROP)の発生・進行と

動脈血二酸化炭素分圧(PaC02)との関係を統計学的に検討した。その結果,50≦動脈血酸素

分圧(Pa02)＜100 ㎜ Hg のとき，PaC02 の最高値が 55㎜ Hg 以上の症例では,I 型 3期初期以

上の重症網膜症へ有意に進行した(p＜0.05)。一方,PaC02 の最低値と網膜症の発生・進行

とは,有意な関係は認められなかった。さらに ROP 発生進行の危険因子としての,PaC02 の

重要性を調べるために,ROP 重症度についての重回帰分析を行った。説明変数として,一般

に ROP の危検因子として考えられる 26因子を考慮した。対象は,1985 年 1 月 1 日から 1987

年 6 月 30 日までに出生した 29 例も加えて,75 症例とした。その結果,在胎週数出生体重,

交換輸血は重要な因子と考えられた。また,PaC02 については,その最高値および 55 ㎜ Hg

以上を呈する日数は,負の偏 t値を示した。これは前期の結果とは相反しているが,実際に

PaC02 は ROP発生・進行にはあまり関与していないのか,または ROP 重症度として使用した

index に人為的要素が加味されたために真の重要因子が隠されたのか,今後さらに検討し

ていきたい。 


